
認定ＮＰＯ法人 長崎在宅Dr.ネット 

オンコロジストに聞く最新の化学療法と 
その外来サポート ―消化器癌領域― 

演者 

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科消化器内科学分野 
長崎大学病院消化器内科 

大石敬之先生 

●日時 平成30年9月21日（金）19：30～ 
           （受付開始：18：30） 

●会場 長崎歴史文化博物館ホール 

参加費 
無 料 

参加お申込みはＦＡＸにて 締切9月19日（水） ＦＡＸ番号 095-811-5121 

主催 認定ＮＰＯ法人 長崎在宅Dr.ネット  お問い合わせ先ＴＥＬ 095-811-5120 
長崎県医師会生涯教育認定講座（申請中） 

＜大石先生ご略歴＞ 
2009年3月 愛知医科大学医学部卒業 
2009年4月～2011年3月 佐世保市立総合病院（現 佐世保市総合医療センター）にて臨床研修 
2011年4月 長崎大学病院消化器内科入局。その後、佐世保中央病院、国立病院機構嬉野医療センター、長崎労災病院にて 
         消化器内科医として勤務 
2015年4月～2016年3月 国立がん研究センター中央病院肝胆膵内科・消化管内科にて短期研修 
2016年4月～ 長崎大学病院消化器内科にて消化器癌化学療法を中心とした診療に従事 
＜認定医・専門医＞ 
日本内科学会認定内科医・日本消化器病学会認定消化器病専門医 

 
参加申込欄    所属                       連絡先ＴＥＬ 
                                   
 
参加者名 
 

長崎市立山1丁目1番1号 ＴＥＬ 095-818-8366 

新規抗がん剤、分子標的薬等の登場により、癌に対する抗がん剤の効果は飛躍的に上昇しています。同時にその治
療の場は入院から外来化学療法へと移行し、拠点病院では毎日多くの患者さんが外来化学療法を受けています。 
今後はかかりつけ患者さんの化学療法のサポートや、副作用等への対応が地域診療所や訪問スタッフの大きな役割
となると思われます。今回は長崎大学病院消化器内科で化学療法を担当している大石敬之先生に、消化器領域の
外来化学療法の詳細と地域との連携についてわかりやすくお話しいただきます。 


